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トム ・ソー ヤ ー の 二 つ の世 界

藤 崎 睦 男

短 編 『ジム ・スマ イ リー とその跳 ね蛙』("JimSmileyandHisJumping

Frog,"1865)が ニ ュー ヨー クの週刊誌SaturdayPressに 掲 載 され るや,西 部

を代表 す るユ ーモア作家 としてマ ーク ・トウェイ ンの名は全国 に知れ渡 った。

十二歳 で印刷工 見習 い として文学修行 を始 め て以来,西 部民 話の伝統の 中で

着実 に力をつ けて行 った一地 方作家 は,こ こに文 字通 り西部 ユーモ ア文学 の

誕生 を告 げたので あ る。 この作品特 有の笑 いを生 み出す語 りの形態 を,一 般

に 「ほ ら話 」(TallTale)と 呼 ぶ が,こ れ は語 り手の一 見冗 漫 にみ え るとぼ

けた話 し方で聞 き手 か ら要点 をず ら しなが らも,そ の実細 心かつ綿密 に計算

され た構 成 によ り,最 後 の クライマ ックスで一挙 に笑 いに誘 う とい う手法 を

その特 色 と してい る。 作家 と しての地位 を確 立 した トウ ェインは,そ の後 も

各地 を回 る講演旅行 によって 「ほ ら話」 に さらに磨 きをか けなが ら,演 壇 か

ら聴衆 に向か う時 自らの語 りにいか に統 一 とクライマ ックスを取 り入れ るか

に腐心 し続 けたので ある。1)こ の ように,本 来 トウ ェイ ンの 得意 とす る所 は

緻 密 な構 成 に よる短 編 であ り,長 編 とな る と,例 えば彼の旅行 を題 材 に した

『赤毛 布外遊記』(ThelnnocentsAbroad ,1869)や,『 苦難 を忍んで』(Roughing

It,1872)な ど に特徴 的 に見 られ るような,短 いエ ピソー ドの連 続 または短 編

の集合体 とい う形 にな りが ちであ った。

しか し,『 トム ・ソーヤ ーの冒険』(The、4dventuresofTomSawyer,1876)

の 中 に芸術性 を求 め よう とす る批 評家 は,成 長の テー マ を中心 に置 く構 造の

存在 を主張す る。例 えば,WalterBlairは 『トム ・ソーヤー』が,ト ム とべ ッ

キーの物 語,ト ム とマ フ ・ポ ッターの物 語,ジ ャク ソン島での挿 話,イ ンジャ

ン ・ジ ョー の物 語,の 合計 四本の主要 なス トー リーか ら成 り立 ち,そ の各 々

が 「少年 の大人への 成長」("aboydevelopingtowardmanhood")を 統 一 テー

マ と して構 成 されて い ると述べ る。 つ ま り,そ れぞれの物 語の進行 に従 って,

トムの行動 も無邪気 な子供 じみ た ものか ら次 第に責任 ある大 人の行動へ と変

1)例 えば"HowtotellaStory,"inThe$30,000Be(1uestandOtherStoriesVol.240f

TheWritingsofMarleTwain,ed.AlbertB.Paine.37vols.(NewYork:Harper,

1922-25),pp.263-270.の 中で,ト ウェインは実例をあげながら,語 りの効果を上げ

るための法則や具体的な方法を述べている。
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化 し,最 終 的 には大 人社会 の承認 を得 て終 わる とい う もので ある。2)

一 方
,『 トム ・ソーヤー』は 「"小説技法"の 過去,現 在,未 来の あ らゆ る法

則 を犯 して いる。」 と手厳 しい指摘 をす るDeLanceyFergusonが 返 す刀で,

「マー クに とって重要 な事 は
,今 の瞬 間 に自分 の心 に浮かぶ エ ピソー ドの効果

だ けであ る。」3)と 切 り捨 て るとき,あ なが ち極論 とは言 えない。実 際,こ

の指摘 は トウ ェイン自身 が 『自伝』 の 中で創作 に関 して語 る箇所 に よって裏

付 け るこ とが で きる。

作 品が 自然に書けてゆ くか ぎりでは,私 は作 品に魅せ られた忠実 な筆記者 で

あれば よく,ま た仕 事が だれ るこ と もない。しか し,作 品が物語 の場面 を作

りだ した り,冒 険 を考 えだ した り,あ るいは会 話 を行 なわせ た りす る厄介 な

仕 事 を,筆 記者 で しか ないはずの私 の頭 に押 しつけて くる ようになる と,私

はす ぐその作 品 を片づ け,そ の作 品の ことはで きるだ け忘 れ るよ うにす る。4)

もちろん作者 の鱈 晦 も考慮す る必要が あろ うが,少 な くと も トウ ェイン自身

は作 品 を緻密 に構 成 し練 り上 げて行 くより も,自 然 に心 に浮 かんで くる思 い

な り出来事 な りを書 き留 めて行 くほ うが,作 家 としての気質 に合 って いたこ

とが窺 い知 れ るの であ る。また同 じ『自伝』の 中で,作 者 が,『 トム ・ソーヤー』

を書 き進 め るうち 「想 像力の タンクの水 」が澗れ て来 たので二 年間放 ってお

いた ら,「 タンクの水はやが て またいっぱい になるので ある。い まや書 く材料

は い くらで もあった。物語 りは先へ進 み,な んの苦労 もしない うちに自然 に

書 き上が った。」5)と 語 る時 も,創 作 過程 におけ る持 続的 な構 成 力の な さを

自 ら認 めてい る ように思わ れ る。

ス トー リーの進展 に したが って って トムの行動パ ター ンが責任 ある大 人の

もの に変化 して行 くというプ レアの主張 も,実 際 に トムの行動 を時 間の推 移

Books,1963),p.175.尚,本 論中の日本語訳はことわりのない限 りすべて筆者。

4)CharlesNeider,ed.,TheAutobiograPhyofMarkTwain(NewYork:Harper,1959),

p.264.日 本語訳は 『マーク・トウェイン自伝』渡辺利雄訳(研 究社,1975)p.316.

5)lbid.,p.265.日 本語訳は同上p.317.

 2) Walter Blair,"On the Structure of Tom Sawyer," Modern Philology, 37 (1939), 

75-88. 

3) DeLancey Ferguson, Mark Twain: Man and Legend (1943; New York: Charter
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の中で見 ると,あ まり説得力がない。何 よりもまず不可解なのは,ト ムが家

を出て海賊になろうと決心 した場面(八 章),ハ ックルベ リー ・フ ィンと宝探

しを計画 し実行する場面(二 十五章),そ して,物 語の最後で山賊 になる計画

をハックと話 し合 う場面(三 十五章)に 関 してであるが,も しトムが成長す

るのならば,そ れぞれの場面において成長の跡が見 られなければならない。

しか し,こ の三つの場面 に登場す るトムは,い ずれ も荒唐無稽な遊びに夢中

になる無邪気な少年の域 を出ていない。やは りプ レアも気 になるのか,後 半

の二場面の間で トムに成長の跡が見られないことについては,「完全な改心の

ごとき単純でメロ ドラマ風な工夫はなされない」("Nosuchsimpleand

melodramaticadeviceasacompletereformationisemployed")6)と,物

語の最後になって もトムが子供 じみた遊びに興 じている状態ををリア リズム

を根拠 にして正 当化 しているが,苦 しい言い逃れとしか思われない。勿論,

悪人が一夜に して改心す るた ぐいの,子 供が突然大人に成長することなど論

外であるが,リ アルな少年像 とその成長を云々するならば,ト ムの相 も変わ

らぬ この種の行動について納得の行 く説明が必要であろう。以上のような観

点か ら,本 論では トムは成長 しない(少 な くとも,プ レアーの言 う意味では

成長 しない)と いう立場に立つ。成長 しない トムの特質を作品に沿って跡付

けなが ら,同 時に彼 と大人社会 との関わ りの中でその特質によって明らかに

なる新たな問題を検討 して行 く。

そ もそ も,作 品の中に芸術性 を見つけ出そ うと急 ぐあまヴに,ト ウェイン

の作家 としての資質 を無視 し,一 貫 したテーマを中核 とす る構造を持ち出す

ところに無理が生 じるのである。む しろ,ト ムの行動には最初から子供の無

邪気 と大人の狡智が共存 していると考えたほうが より作品の現実に近いと思

われる。例 えば,ト ムが学校 をずる休 みして泳 ぎに行 ったかどうか分かるよ

うに と,ポ リー伯母 さんが襟 に縫い付けた糸の色に気がつかなかった場面(一

章)や 新顔の少年 と通 りで取っ組み合いのけんかをす る場面(一 章)な どで

は,ト ムは等身大の無邪気な少年であるが,有 名なペンキ塗 りの場面(二 章)

では全 く別の一面を見せ る。罰 として科された板塀塗 りの仕事を,通 りがか

りの子供達に全部や らせたあげく,彼 らの 「財産」をすべて取 り上げて しまっ

た後,ト ムは,「大人で も子供でも,あ るものを欲 しいと思わせたいなら,そ

れがなかなか手に入れに くい ものだと思わせ るだけでいい。」 という,「人間

 6) Blair,"On the Structure of Tom Sawyer,"85.
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の行動 につ いての一 大法 則 を一 自分 では意識 しなか ったが 発 見す る。」

自 らは一切 手 を よごす こ ともな く,同 時 に二種 類の利益 を得,し か も最 後 に

人 間に関す る法則 を発見す る とい うの は十 二歳の子供 に して は少 々荷 が重す

ぎる。作者 もそれ を感 じて,「 自分 では意識 しな ったが」 とい う但 し書 きを付

け加 えて いるが,自 らが意識 しようが しまいが,ト ムの行 動 は客観 的 に見 て,

「この 本の作者 の ような偉大 で賢明 な哲学 者」(16)7)が 理 解 で きるよ うな法

則 にの っ とった,大 人び た もので あるのは明 らかで あ る。 ここではむ しろ,

す っか り想像 の世 界の蒸気船 にな りきって通 りか か り,ま ん ま と トムの計略

にかか るベ ン ・ロジャー ズをは じめ,次 か ら次 にや って来 て は,ペ ンキ塗 り

をや らされ 「財産 」 をだ ま し取 られ る子供 達の ほうが無邪 気 その もので あ り,

彼 らに比べれ ば,ト ムの したたか さは ます ます際立 って くる。 しか も彼 の し

たたか さはここで終 わ る訳 ではな い。 トムは取 り上 げた 「財産」 を日曜学校

(四章)で 子供達 のカー ドと交換 し,今 度 はその集 めた カー ドに よって褒美 の聖

書 をもらい,人 々の前 で称 賛 され るとい う筋書 きが用意 されて いるのであ る。

子供 達 はみんな,う らや ま しくて仕 方がなか ったが,最 も心 を痛 め たのは,

塀 塗 りの権利 を売 って トムが集め た富 とひ きか えに,カ ー ドを渡 す こ とで

この憎 むべ き名誉 に自 ら貢献 した連 中だ った。彼 らは,草 む らの狡 猜 な蛇

の ような悪 賢い詐欺 師の カモ にな るなんて と,自 分 自身 を軽蔑 した。(34)

子 供 達 には 「悪 賢い詐欺師」 と映 る ように,ト ムの行 動は同世代 の少年 の レ

ベル をはるか に越 えて い る。 た とえ最初 は偶然の思 いつ きか ら始 まったにせ

よ,途 中で冷 静な計算 と巧 み な政治技術 を駆使 しなければ,こ れ程 巧み な計

略 が成 功す る とは思 えない。

トムが未熟 と成熟の二面性 を持 つに至 った理 由を考 える とき,『 トム ・ソー

ヤー』に付 け られ た序文が ひ とつの手掛 か りになる。作者 はその 中で,「 わた

しの本 は,主 に少年少女 に楽 しんで もらうため に書 かれ た もので あるが,か

とい って大 人に も遠 ざけ られ ないこ とを希望 してい る。」と述べ,読 者 と して

子供 だ けでな く大人 も視 野 に入れ てい るこ とを付 け加 えてい る。 トウ ェイ ン

7)作 品の引用は,MarkTwain,TheAdventorresOfTomSawyer,ed.JohnC.Gerber,

(Berkeley二U.ofCaliforniaPress,1980)よ り。引用文末尾の括弧内の数字は頁

を示す。
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は 一八七五年 七月,WilliamDeanHowellsに 大 人 のみ を対象 に した本 と して,

『トム ・ソーヤー』の完成 した原稿 を送 ったが
,8)意 に 反 してハ ウエル ズは,

明確 に子供 の本 として扱 うべ きだ と助言 したい きさつ があ る。9)ト ウ ェイン

はハ ウエル ズの意見 を取 り入れ,子 供 に とって不適 当 と思 われ るア イロニカ

ル な調子 を修 正 した ものの,や は り依 然 として対象 を子供 の みに絞 りた くな

い とい う思 いが残 った。この こ とに関 して,HenryB.Wonhamは 「ハ ウエ

ル ズが修正 を示唆 したに もかか わ らず,・ ・・ ・… 読 者 の問題 につ いて

の トウェイ ンの優 柔不断 さは最終 原稿 の 中にはっ き り現 れて いる」101と 述 べ

てい るが,結 局,最 後 まで対象 を一 つ に絞 り切 れ なかったため に序文の よう

な表現 が生 まれ,ト ム の相 矛盾す る二面性 の原因 もそ こに ある と考 え られ る。

作者 に とって,一 方で荒唐 無稽 な空 想や 冒険 に夢 中にな る無邪気 な少年が,

他 方 ア イロニカル な人 間批判 を行 うため に十分 に活用 で きるだ けの成熟度 と

行動 力 を持 った少年が必要 で あった。 トム とは作者の二 つの異 なった意図 が

生み 出 した,少 年の未熟 さと大人 の したた か さを合 わせ持 ったいわば合成人

間 と言 えるか も しれ ない。、

JamesM.Coxは トムの 人物 像 につ いて,「 この本 が生み 出すのは個人

["individuals"]で は な く型["types"]で あ る。 したが って,ト ム ・ソーヤ ー

の詳細 な描写 さえな い。身 長,体 重,顔 立 ちの美醜 な どの外 見 は一切 わか ら

ない。J11)と 指 摘 す る。付言す れば,ト ムの父親 は誰 で現 在 どうな ったのか,

母 親 は どの よ うな人物だ ったのか(ポ リー伯母 さん の亡妹 とい う以外 は不 明),

シ ッ ドが トム の異 父(母)弟 となった経緯 は どの ような ものか な ど,彼 の家

庭背景 は曖昧模糊 と して い る。12)ト ム は個人 と しての統一 され た人格 を持 た

ず,た だ単 に複数 の少年の特徴 とおぼ しき もの を寄せ集め た型で あ り集合体

と言 え よう。統一 された人格 を持 たず,成 長す る生身の少年 で はないがゆ え

 8) Henry Nash Smith and William M. Gibson, ed . , Mark Twaim-Howells Letters: 
   The Correspondence of Samuel L. Clemens and William D. Howells, 1872-1910, 

2vols., (Cambridge : Harvard UP, 1960) , Vol.1, p.91 
9) Ibid. , pp .110-111. 

10) Henry B. Wonham, Mark Twain and the Art of the Tall Tale(New York: Oxford 
   UP, 1993) , p.125. 

11) James M . Cox , Mark Twain: The Fate of Humor(1966 ; Princeton: Princeton UP, 

   1976), p.133. 
12) John C. Gerber, Mark Twain (Boston: Twayne, 1988) , p.75.
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に,ト ムは矛盾す る二面性 を身に引 き受けることができるのである。同時に,

家庭 としては最大限に曖昧な環境の中で,生 きた親子関係か らは切 り離され,

社会的にも具体性 を失う。特定の両親 との間に親密な親子関係を結ばないた

め,そ のような中で行われる躾や教育 という社会秩序への固定化装置か ら比

較的自由な存在 とな り,子 供 としての自由奔放さを最大限に発揮できる。 ト

ムが大人か ら押 し付けられる規律や罰などに対 し軽やかに対応できるのはこ

のゆえである。 また,や がては確実に大人社会の一員になるに しろ,子 供 と

は社会秩序 という文化の表層の下に位置することにより,そ の異質性によっ

て秩序社会の日常性 をいわば 「異化」す ることがで きる。13)大人の才智 と行

動力を持つにもかかわ らず,大 人の側からはあくまで も子供であ り,い かな

る反秩序的行為 もその特権により寛大 に扱われ,し か も,そ の家庭環境ゆえ

に,ト ムは自らの子供 としての異質性 を,ほ かの少年たちよりも有効に発揮

できることになる。

トムの行動が引き起こす混乱によって,社 会の制度的良識は戯画化 される

のだが,子 供 と大人社会の対決が最 も際立って見 られる場所はは当然のこと

ながら,子 供 を秩序に組み込むために躾や教育を行う家庭,学 校,教 会であ

る。その中の一つ,日 曜学校(四 章)で は,ト ムの行為が生み出す混乱 と,

それに対す る大人の側の反応が,セ ント・ピーターズバーグ社会の特質 をお

のず と明 らかに して行 く。前述の ように,ト ムは 「悪賢い詐欺師」のごとき

策略を弄す ることにより,聖 句を覚えることもな く褒美をもらい,衆 人環視

の中で村出身の 「偉人」サッチャー判事に最大の賛辞を受け,ま さに得意の

絶頂にあった。それ もつかの間,十 二使徒の最初の二名の名前を答えられな

かったために,ト ムは嘘がばれ苦境 に陥 るはずであった。にもかかわ らず,「こ

の場はここで思 いや りの幕 を下ろすことにしょう。」(36)と いう語 り手の言

葉 によって,結 局は彼の苦境は描かれずに終わって しまう。 しか し,こ こで

語 り手が 「おもいや りの幕」を下ろすことによって寛大に扱 ったのはなに も

トムだけとは限らない。 トムを大 目に見てや ることで恥をかかずに済んだの

は,第 一に直前まで トムを褒めちぎり,教 育のすばらしさを高らかに歌い上

げていたサ ッチャー判事であり,第 二にウォルターズ校長以下 この場に列席

した先生や参観者たちである。彼 らは,ト ムの日頃の行状から,と ても聖句

13)Cf本 田和子 『フィクションとしての子供』(新曜社,1989),「「異文化」として子ど

もを見る」pp.235-244.
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を二千 も覚 えるような子供ではない と分かっていなが ら,結 果的には最 も不

適当な少年を選び出 し,名 誉 と栄光を与え賛美することで,自 分たちの村が

いかにすばらしい社会であるかという想いに酔う。それゆえ トムの言葉を嘘

と知 りつつ も誰 も異議 を唱えることをしない。コックスは トムと大人たちの

関係を,「役者」("actor")と 「観客」("audience")の 構図で示 している。14)

悪戯 をする トムを,大 入たちが演技を見るように楽 しむ という場面は繰 り返

し描かれるが,人 々は トムの演技を観客 として一方的に見 るというより,む

しろ全員で劇に参加 しトムと共に演 じ,共 同で幻想 を作 り上げて行 くと言 っ

たほうが適切だろう。

幻想を作 り上げ酔いしれるためには,村 人にとって真実などむ しろ有害で

ある。 トムとハ ックとジョー ・ハーバーの葬式(十 七章)で は,彼 らの死 に

対する家族の悲 しみはやがて自己憐欄へ と向い,最 後には牧師の説教 に会衆

全体が感極 まりすす り泣 く。絶好の舞台装置ができあがった所に死んだはず

の三人が現れる。人々があっけにとられたのもつかの間,や がて会衆全体が

さらに大 きな感動に捕 らえられ,神 の復活をたたえる賛美歌 を歌 う。

賛美歌第百番が勝 ち誇ったようにいっせいに鳴 り渡 り,梁 を揺 り動か して

いる間,海 賊 トム ・ソーヤーは,う らや ましげに自分 を見ている子供達を

見渡 し,こ の瞬間が人生で最高に誇 らしい時なのだと心ひそかに思った。
"一杯食わされた"会衆 はぞろぞろと出て行きなが ら

,も う一度 こんなふ う

に賛美歌百番が歌われるのを聞けるなら,ま た笑い ものになって もいい く

らいだ,と 話 した。(131-132)

ここで も人々に注目されたい トムの計画はまんまと成功す る。会衆は死んだ

はずの少年たちがなぜ生 きていたのか,な ぜ葬式の最 中に現れたのかなど,

これまでのいきさつを明らかにし,真 実を追究するために様 々な尋問をする

よりも,ト ムの嘘に 「一杯食わされ」("sold"),ト ムの芝居 にみんなで参加 し

幻想を作 り上げたほうがお互 いに気楽であり,気 まずい思いをしないで済む

ことを知っているか らだ。その うえ復活 という彼 らの宗教的イメージの中に

根差 した根源的パターンが目の前で再現されたことに対 し,そ れを信 じな く

とも,受 け入れることによって,自 分 たちの信仰を共同で再確認できるのだ。

14) Cox, Mak Twain,  pp.135-149.
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このように人々は真実 よりトムの嘘を選ぶことによって共同体の住人 として

の一体感 を作 り上げて行 くのである。15)ここでは語 り手による幕 は不要であ

る。なぜなら,ト ムの嘘を黙認 したばか りか,積 極的に利用 した時点で社会

全体が共犯者 となったのであるか ら,誰 も寛大に扱って もらう必要はないの

である。

JudithFetterleyは トムを 「公認の反逆児」("thesanctionedrebel")と 名

付け,

実際,共 同体 はこの反逆行為 を欲 し要求するのだ。なぜ なら,反 逆 は興奮

と解放 を与え,反 逆の最終的な同化は共同体の諸価値 に強力な確認を与え

るか らだ。16)

と論 じ,この反逆 は共同体が容認 した「舞台」("stage")の 上に限られていると

指摘す る。時間と場所が限定 された範囲内に トムの行動が制限されていると

いうことは,大 人の側か らすれば,彼 の行為がいかに軌道を逸 しようが,し ょ

せんは子供であ り,や がては大人 として秩序の中に参入 して くるという安心

感につながる。そ して現在いかに秩序を乱 されようが決 して社会にとって致

命的な もの とはならず,む しろ人々に娯楽 と一体感の幻想を抱かせ,あ らた

めて共通の価値観 に基づ く結束を強める効果 をもっている。

未熟 と成熟 という相反する特徴 を合わせ持 った少年に演技をさせ,そ こに

発生する混乱 によって社会の制度的良識 を戯画化 して行こうとする作者の意

図は,同 時に良識を支 えている偽善をも明らかにして来た。つ まり,人 々は

トムの演技 を見て楽 しむだけではな く自らも参加 し,都 合の悪い真実に目を

つぶ り,利 用価値のある嘘で幻想を作 り上 げながら,心 の中に曖昧な形で し

か存在 しなかった宗教的,倫 理的意識 を情緒的に意識化することによって共

通の価値観に支えられた秩序を再確認 し強化するのである。

セント・ピーターズバーグの社会秩序の具体的な現れ として階層がある。

トムの自由奔放な行動の場 としての西部開拓地の開放的なイメージとは裏腹

に,セ ン ト・ピーターズバーグは階層が厳然 と存在する社会である。上 はダ

15)  Cf. Forrest G. Robinson, In Bad Faith: The Dynamics of Deception in Mark Twain's 
   America (Cambridge : Harvard UP, 1986) , pp.41-42. 

16) Judith Fetterley,"The Sanctioned Rebel ," Studies in the Novel, 3 (1971) , 301.
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グ ラス未亡人やサ ッチャー判事 な どの上流階級か ら下 は酔 っ払 いのマフ ・ポ ッ

ターや 浮浪児 のハ ック,さ らに底辺部 に固定 され た黒 人奴隷の ジム まで身分

の序列 が ある。 日曜学校 の場 面で,大 人た ちが 自分 の存 在 を上層 の人 に認 め

て もらお うと 「い いところ を見せ る」("showingoff")(33-34)た め に,こ れ

み よが しの演技 をす るの も階級の存在 を印象付 ける し,人 の 目を引 こ うとす

る トムの たゆ まぬ努力 も,こ の よ うな階級制の なかで注 目され,認 め られ,

一 段 で も上 に登 ろ う とす る大 人 たちの行動 をその まま模 倣 してい るの であ る
。

大人 た ちは直接 過激 な行動 に出 るこ とので きない 自分 た ちに代 わ って,子 供

とい う特 権 に よ り自由気 ままな行動 に出 る トムを見 るこ とで,自 らの欲求 を

満足 させ精神 の安定 を図 って いる ともい える。

しか し,自 由の身で あ りなが ら社会秩 序か ら完 全に除外 された存在が あ る。

それは 「混 血児」("half-breed")の イ ン ジャ ン ・ジ ョーで ある。 トム と大 人の

間で繰 り広 げ られ る演技 の場 を昼 の世 界 とす れば,イ ンジャ ン ・ジ ョーが関

わ る一連の事件 の場 は夜 の世 界 と言え よう。 それはいわ ば光 を包む闇 の世 界

であ り,光 の世 界が平和 な牧歌的世 界だ とす れば,闇 の世界 は死 と暴 力に満

ちてい る。17>ト ム は本 来牧歌 的昼 の世界 に生 きる存在 であ るが,子 供 として

の異 質性 に よ り,大 人た ちに比べ れば,社 会秩序 か ら排除 された インジャ ン ・

ジ ョー に よ り近 い存在 だ と言 え よう。その トムが闇の世界 に参 入す る きっか

けは,ハ ックとの出会 い(六 章)で あ る。ハ ックは村中の母親 か ら毛嫌 い さ

れ恐 れ られていた。何 故 な ら,「 彼 は怠 け者 で始末 に負えず,下 品 でたちが悪

い」(47)浮 浪 児 であ り,秩 序 の行 う躾 や教 育に よって子供本 来の異質性 を覆

い隠 され るこ と もな く,露 出 した まま村の 中を歩 きまわ るか らで ある。 ハ ッ

クは,や は り秩序の底辺 に位置 し,存 在 さえ無視 されて い る黒 人か ら聞いた,

非 合 理的迷信 の世界 に トム を誘 い,そ の結果墓地 での殺人 の 目撃 に よって イ

ンジャン ・ジ ョーの闇 の世 界へ 引 き込むの であ る。

墓地 での ロビ ンソ ン医師殺 しは,イ ンジャ ン ・ジ ョーの 単な る金銭 目的の

犯行 で はない。五年前 の医師 に よる侮 辱 と,彼 の父親 に浮浪 罪で牢 に入れ ら

17)Cf.VirginiaWexman,"TheRoleofStructureinTomSawyerandHuckleberry

Finn,"AmericnLiteraryRealism1870-1910,6(1973),1:「 トム・ソーヤーには明

確に分かれた二つの世界がある。第一の世界は明るく楽しい世界で,人生が"演 じられ"

行為は何の結果 ももたらさない。・・・・… しかしここにはもう一つの別の世界

もある。それは,行為が真の意味をもち真の道徳的結果をもたらす暗い世界,イ ンジャ

ン・ジョーやマフ ・ポッターのような人々の世界である。」
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れたことにたいする恨みを晴 らそうとしたものである。 また彼がダグラス未

亡人を付け狙 うの も,彼 女の夫だった治安判事に浮浪罪で牢 に入れられ,公

衆の面前で鞭打ちの刑に処せ られたことにたいする同様の恨みが原因となっ

ている。いずれ も判事 という名実 ともに秩序維持の代表的遂行者に対する反

感は,イ ンジャン ・ジョーの反社会性 を如実に表す ものであ り,同 時に彼の

住む世界は,セ ン ト・ピーターズバーグの社会がその秩序維持のために排除

した部分でもある。この ような視点に立てば,宗 教的,道 徳的に確認された

自らの価値観のもとに平和で牧歌的生活をいとなむ村人の,無 意識のうちに

行って来た過去の差別行為が,排 除された側の怨念 となって 日常生活の表層

まで噴出 したのが,墓 地の殺人に始 まる一連の事件であると言えよう。

トムにとってみれば,墓 地での殺人,さ らに裁判所での証言か ら洞窟で迷

うまでの一連のエピソー ドは,日 常世界から闇の世界に滑 り落ちた経験の物

語であ り,家 庭,学 校,教 会,ジ ャクソン島での悪戯や冒険 とは明らかに異

質な ものである。 トムが殺人を目撃 したときの驚 き,裁 判所での証言に至る

までの良心の呵責,イ ンジャン・ジョーの復讐 に対する恐怖 は,ポ リー伯母

さんを騙 したときの良心の呵責やウォルターズ先生のお仕置 きにたいする恐

れ とは次元を異にする。 トムが経験する恐怖は,セ ント・ピーターズバーグ

の住人は本来的に経験 し得ない恐怖である。 と言 うより,彼 らは自ら近づか

ないことでそのようなものの存在 自体を無視 しようとす る。この事実はイン

ジャン ・ジョーに対す る彼 らの態度によく現れている。

村人たちは,死 体泥棒の罰 としてインジャン ・ジョーにタールを塗って羽

毛 をまぶ し引き回 した くて しかたがなかったのだが,彼 の性質があまりに

も凶暴す ぎたので,率 先 してや ろうとするものが誰 もいなかった。そこで

その話は立ち消えになった。彼 は用心深 く,二 度の尋問で も喧嘩の ところ

か ら話 しは じめて,その前の墓泥棒については証言 しなかった。とい うわけ

で,当面この件は裁判 ざたに しない方が賢明だろうということになった。(91)

インジャン ・ジョーの犯罪が明らかであるに もかかわらず,村 人たちは現在

の居心地のよさを捨ててまで,真 実を得 ようとはしない。このような態度は,

トムの嘘をあえて暴 き立 てようとはせず,む しろ喜んで受け入れた時の彼 ら

の偽善 と無縁ではない。平和な日常の光の世界 と死 と暴力の闇の世界 という

極端 に異なる世界の境界上を,子 供 としての異質性 を纏 いながら行き来す る
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トムは,秩 序の中での偽 善 をその 行動 によ りおのず と明 らか に して来 たが,

闇 の世 界 に降 りる とき,外 側 か らの よ り大 きな批 判の担 い手 であ るイン ジャ

ン ・ジ ョーに近づ き,日 常社会 に出現 させ るいわ ば呼 び水 となるので ある。

本来的 に子供 に備わ る,秩 序 の中での異質性 に加 え,ト ム を 日常世界か ら

さらに遊離 させ インジャ ン ・ジ ョーの闇の世 界 によ り近づ ける もの と して,

病 気が重要 な役 割 を果 た して いる。 マ フ ・ポ ッターの無 実の罪 をは ら したい

のだが,イ ンジャ ン ・ジ ョーの仕返 しを考 え ると恐 ろ し くて証 言で きず にい

る トム は,良 心の呵責 に さいな まれ る。 そ して この 間二度 にわた って麻疹 に

罹 り,計 五週 間病床 に伏 す こ とにな る。最初 の二週 間,ト ム は 「世間や その

出来事 か ら全 く遠 ざか り,病 床 の囚人で あった。病気 は とて も重 くて,何 も

の に も興味 が もてなか った。」(163)現 実 か ら逃避 したい と思 う トム に とって

は病 気 は格 好の避難所 で あったが,と りわけ病 気 がぶ り返 してか らの三週 間

は 「一時代」("anentireage")に も長 く感 じられ,彼 と 日常 との距離の増大

を印象付 け る。 トム はや っと外 出で きる ようにな ったが,「 自分 が どん なに寂

しい状 態にあ るか,ど ん なに友達 もな くひ と りぼ っちか とい うこ とを思 い出

す と,病 気 か ら解放 された こ ともそんな にあ りがた くはなか った。」(165)病

気 によって引 き起 こ された の孤 独感,疎 外感 は,良 心の呵責 とと もに,セ ン

ト・ピー ター ズバ ー グの居心地 よい 日常性 か ら トム を引 き離 す もので あ る。

病 いの状 態 において,人 は 日常生活の演技 の場 か ら切 り離 されて,究 極 的

には死 の イメー ジを射 程 に入れ なが ら,自 らの身体 と欠乏 の状 態 において

つ き合いな おす ので ある。 本来 は夜の もの で しかな い蒲 団あ るいはベ ッ ド

が,昼 の世界 の中 に進 出 して来て,人 は身体 の欠損状態 を演 じなければな

らない。 ・・・ ・… 病 人は横臥 してい る状 態で廻 りの世 界 との関わ り

を作 りなお さなければ な らない。 これだ けで も日常生活 の空間 とは異 な っ

た関わ りを持つ ようにな る。

と,病 い を通 して現 れ る祝祭 空間 につ いて論 じる山 口昌男 は次 の よ うに続 け

る。

病 いに現 われ る負の祝祭性 は,人 を個 の世 界に連 れ戻す。病 い は他 人に伝

達 不可能 な もので あ り,同 じ苦痛 を他 人 と共 有す るこ とはで きない。 とす

る と,人 は,全 く日常生 活の 中で繋 が りが断 たれて いた,隠 れ た 「私 」 と



30藤 崎 睦 男

つ きあわ ざるをえな くな る。 ・・・ ・… 病 いは脅威 の感 情 を介 して人

を 「原初の世 界」 につれ戻す。18)

トム は病気 に よって,文 字 どお り日常世 界の演技 の場か ら切 り離 され,秩 序

社会 の 日常性 の 中に埋没 して いた 「私 」つ ま り生 身の 人間が もつ原初 の感性

を,一 時 的に しろ,取 り戻 した と言 えよう。あれほ ど恐 れていた イ ンジャン ・

ジ ョー の同席す る裁判 の場で,マ フ ・ポ ッターの無 実 を証 言 したのが,良 心

の呵責 に よる もの であ ると して も,ト ム には偽 善 と排除 に よって な りた って

い る社会秩 序の栓桔 か ら自らを 自由にす る とい う前提が まず必要 であ った。

日曜学校 での模 範少 年 と しての表彰,そ して教会 の葬式 での復活 に続 き,

裁 判所 でのマ フ ・ポ ッターの無実 の罪 を晴 らす証 言 に よって,ト ムは三たび

英雄 として,人 々の注 目を浴 び ることになる。 しか し,「 トム は,昼 間は栄光

に包 まれ有 頂天 になっていたが,夜 にな ると恐怖 におのの いた。イ ンジャン ・

ジ ョーはあ らゆる夢 に現 れ て,破 滅 を宣告す る 目でに らみつ けた。J(173)と

い う状況 は,こ れ まで注 目を浴 びた時 とは様相 を異 に して,栄 光 の裏 には恐

怖が存在 す るこ とを示 して いる。 トム は暴 力 と死 の世界 に住む イ ンジャン ・

ジ ョーに一 歩近づ いた。 しか も,こ の恐怖 か ら一時的 に気 を紛 らせ るか にみ

えた,ハ ック との宝探 しの 冒険 も,結 果的 に,一 層 トムを イン ジャ ン ・ジ ョー

に近づ け るこ とにな る。

イ ンジャン ・ジ ョーが社会 か ら排 除 され る徴 はその混 血 にあ る。 十九世紀

ア メ リカ小説 に表現 された混血 の文化的意味 についてWilliamJ.Scheickは

以 下の ように述べ てい る。

イ ンデ ィアン とは異な り,混 血児 は避 けて は通れ ない存在だ った。 なぜ な

ら,純 血 インデ ィア ンが アメ リカの先 史 また は歴 史の中 に,す なわ ち安 全

な過去 の 中に囲い込む こ とがで きたのに対 し,混 血 イ ンデ ィア ンは,ア メ

リカの現 在 に属 し,さ らには未来 に属 す る可能性 も大い にあったか らであ

る。 したが って,イ ンデ ィア ンは(白 人の考 えでは)消 滅 して行 く運命 に

あったか もしれないが,混 血児 はフ ロンテ ィアでの新 しい力,お そ らくは

新 しい人種 を代表 していたのだ。十 九世紀 の 白人に とって フ ロンテ ィアは,

18)山 口昌男 『知の遠近法』(岩 波書店,1978),「 病 いの宇宙誌」p.233.
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複雑 に(曖 昧であろうとも)国 家の未来に関係 していたので,混 血児はフ

ロンテ ィアの特異な現象 として,無 視できない非常に直接的現実であった。19)

トウェインが混血児インジャン ・ジョーを登場 させた理由には,当 時混血児

が極悪人であるという一般に広 まっていた神話が背景にあると言えよう。20)

しか し,な ぜ混血児に極悪人というステレオタイプが被せ られたのかについ

ては,混 血が必然的に帯びる文明と野蛮(自 然)を 合わせ持つというイメー

ジに大いに関係がある。すなわち,シ ャイクが指摘す るように,「純血インディ

アン」が過去の中に封印可能で,白 人の記憶から容易に消すことのできる存

在なのに対 し,混 血児はその内部にもつ血の文明性 と野蛮性ゆえに,白 人社

会から完全に切 り離されることも受け入れ られることもない。 したがって,

社会秩序の周辺部 に位置 し日常 と非 日常の問を行 き来する 「異人」 としての

性格に,文 明の持つ狡智 と野蛮の持つ残忍性 とを兼ね備えれば,極 悪人とい

うステレオタイプ化 は容易にできあが る。

シャイクの指摘で重要な点は,混血児を文明 と自然の接点であるフロンティ

アの産物であ り,十 九世紀の白人社会が現在 と未来にわたって関わって行か

ざるを得ない現実であると考えるところであろ う。 とすれば,歴 史的現実の

中からそのような文化的意味 を帯びて現れたインジャン・ジョーは,セ ント・

ピーターズバーグを単なる牧歌的雰囲気の中から,歴 史の中に引き戻す役割

を担 う。 しか し,村 の大人たちは排除 したインジャン・ジョ'一に対 して極力

無関心 を装い,最 後にはマク ドゥガルの洞窟に封 じ込め殺 してしまう。彼らは

排除 し,ス ケイプ ・ゴー トとして葬 り去 ることで秩序の安泰 を図ることがで

きたかに見える。しか し,ForrestG.Robinsonが 指摘す るように,こ の洞窟

は 「意識 と社会に対する脅威 を不確実な逃亡の状態に して封 じ込めてお く心

の中の遠い"場所"」21)で あるならば,イ ンジャン ・ジョーは現実には死んで

も,人 々の 「心の中の遠 い場所」すなわち無意識の中に 「逃亡」 した状態に

あ り続けるということになる。そ して トムはといえば,あ れほどインジャン ・

ジョーに近づ き,恐 怖を媒介に関係 を深めたに もかかわらず,結 局はそれを

も彼の子供 じみた冒険の一部にして しまい,最 後にはインジャン ・ジョーが

19) William  J. Scheick , The Half-Blood: A Cultural Symbol in 19th -CenturyAmerican 
   Fiction (Lexington: The UP of Kentucky, 1979), p.2. 

20) Cf.. Gerber, Mark Twain , p.75. 
21) Robinson, In Bad Faith , p.103.
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隠 した宝 をハ ックと共 に見つけだすことによって,四 たび人々の注 目を集め

英雄 となる。確かに トムは悪 を経験 し,象 徴的なレベルで成長を遂げる契機

を得たか もしれない。 しか し,そ れ も日常世界に回帰す るや雲散霧消 し,ま

たもと通 りの少年に戻ってしまうのである。このことは,最 後に,ト ムがハ ッ

クと空想の世界で山賊遊びを始めることからも明らかであろう。

山賊遊びをもちかける時の トムのハ ックに対する態度の中に変化を見て,

トムの成長説の重要な根拠 とす るのがプ レアである。 トムはハックに,ダ グ

ラス未亡人の家で 「上品に」("respectable")し ておかなければ山賊一味には

入れてや らない,と 告げるが(258),プ レアはこの点に着目して,「 トムに何

かが起 きた。彼 は反社会的な子供ではな く大人のようにしゃべ っている。彼

はどうや ら敵の側 に移 った ようだ。」22)と述べている。しか し,こ れだけで ト

ムが 「敵」=大 人の側に移った,つ まり成長 した根拠 にはならない。前述の

ように,ト ムは子供 と大人の要素を合わせ持っていたのであ り,悪 戯によっ

て一時的に秩序を乱 しはするが,結 局は秩序の中に安住 していたのである。

最初の 日曜学校の事件から最後の宝の発見 と公開まで,彼 は一貫 して大人に

注 目され認めて もらいたいという名誉欲 に支配 されていた。っまりトムは,

大人たちが 「いい ところを見せる」 ことによって,自 分の存在 を誇示 しよう

とする行為 を模倣 していたに過 ぎず,そ れはそのまま現在の社会秩序を肯定

し,そ の中でうまく生 きて行こうとする態度 と何 ら変わ りがない。その よう

な トムがハ ックに 「上品に」 しろと制度的良識を押 し付けるのはむ しろ当然

のことであろう。

さらに,ト ムの空想から生まれた海賊や山賊の遊びにも,子 供 らしい無邪

気さを特徴に持ちなが らも,本 という規範があることを忘れてはならない。

トムが遊びの中で自分の演技 を正当化するために,「本にはそんなふうには書

いていない」("thatain'tthewayitisinthebook")(67)と 言 う時,彼 の遊

びは本 という権威 に裏付けされ,そ の規範 に基づいて行われてお り,ポ リー

伯母 さんが 自らの行為を聖書や諺 によって説明 したり正 当化するのと変わ り

がない。事実,ト ム も聖書に無関心なわけではない。彼がハ ックとジョー ・

ハーバー と三人でジャクソン島に逃亡す るとき(十 三章) ,家 から食料をひそ

かに持 ち出 したことについて,「 お菓子をしっけいするのは,"ち ょろまか し"

にすぎないが,ハ ムやべ一コンなどの貴重品を取るのは明らかな泥棒で,聖

22)  Blair,"On the Structure of Tom Sawyer,"88.
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書 で もち ゃん と禁 じられて い る。」 と述べ,「 海賊 の仕事 をす る限 り,盗 み とい

う罪 で二 度 と海賊 の地 位 を汚 して はな らない」(105)と 決 心す る。 ここで は

トムが海賊 を名誉 あ る仕事 と考 えて いる ことは明 らかであ るが,こ れ は物語

の最後 でハ ックに対 し,山 賊 にな るためには 「上 品 に」 しろ と言 う時 と全 く

同 じ文脈 で ある。 プ レアの ように この こ とを取 り上 げて,初 め て 「大人の よ

うに しゃべ ってい る」かの ご と くと言 うのは明 らかに事 実 に反 して いる。 ト

ム は最 初か ら大 人の ように語 り行動す る一面 を持 っていたの であ り,も とも

と子供 で あ りなが ら 「敵」 の側 に もいたので ある。

トムはこれか らも成長す るどころか,永 遠 に牧歌 的セ ン ト・ピーターズバ ー

グの村 で相 も変わ らぬ悪戯 を し続 け るだろ う。一方,村 の秩序維持 の ため,

排 除 され黙殺 された部分 は洞 窟の 中に封 じ込 まれて しまう。混血 児が文 明 と

自然 の接点 で生 まれ る 「直接 的現 実」で あるな ら,こ の こ とは入 々が,「 複雑」

に未 来 に関 わ る問題 を,「 曖昧 」な まま先送 り した こ とを意 味す る。イ ンジャ

ン ・ジ ョーの問題 に正面 か ら取 り組 まなか ったセ ン ト ・ピーターズバー グの

社会 も,牧 歌 的世界の ま まで存在 し続 けるこ とが,少 年の 日の ノス タル ジー

に とって必要 であ る とすれば,成 長 な ど望 むべ くもない。トム もインジャ ン ・

ジ ョー に よって,成 長 す るきっか け を与 え られたに もかか わ らず,日 常社会

に戻 るこ とで失 って しまう。成長 しない社会 の中で トムだ けが成長す る こと

な ど もともと無理 な注 文であ ろ う。 トムの限 界 もそ こにあ り,作 者 もその こ

とを認識 し,ハ ウエル ズにあてた手紙 の中で,「 私 はその うち,十 二歳 の少年

に世 の 中を(一 人称 で)旅 させ るつ も りだが,そ れは トム ・ソーヤ ーではな

い。彼 は,そ の役 には向いて はいないだ ろ う。」23)と 述 べ てい る。 トウ ェイン

の牧 歌的 な少年時代 を描 きなが らのア イロニ カルな入間批判 という当面 の 目

的 は達せ られた。だ がその中で図 らず も露呈 した秩 序社会 の闇の部分 は 『ト

ム ・ソーヤー』 の 中では扱 い切 れなか った。 セ ン ト ・ピー ターズバ ーグ を出

て旅 を しなが ら闇 の部分 に立 ち向か うの は,ト ムの友人ハ ックで ある。

23) Smith, Mark  Twain-Howells Letters, Vol.l, p.92.


